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　　　　　　　　　　 は じめ に

　 プ β ラ ク チ ソ （PRL ）は 各種 の動物 で 極め て多彩な生

理 作痢を有す るこ とが知 られ て い る ．すなわち ， 下等脊

椎動物で は体内 の 水，電解質 のバ ラ ン ス 維持 ， あ る い は

reproduction に 関連 し た 生態学的行動の 変化 な どtrc関与

し ， 外部環境へ の 適応に は 不 可欠な ホ ル モ シで ある が，

進化す る に 従つ て 哺乳類 で は k テ ロ イ ドの 代謝 に 作用

し，ヒ トで は乳腺刺激作用 が 主なも の で あ る，こ れ は；

動物 の 進化に伴つ て V セ プターも進化 し ，
ホ ル モ ソ 反応

性が変化しt こ乏 に よ る もの で あ るが，個体発生 が系統

発生を辿 る とすれば ，
ヒ トで も胎生期に は 異つ た生理作

用 を持 つ こ と
．
も考え られ る ．

　従来 ， 胎児血，羊水中に ほ妊娠初期か ら多量 の PRL

が存在す る こ とは知られ て い る．本研究は こ の よ うな観

点 か ら，その 由来， 分泌機序，生理作用を検討した ．

　　　　　　 L 　胎児 ？RL の 分泌動態
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　胎児血中 PRL は 妊娠 13週か ら認 め る が，妊娠初期で

は低値で ある ：妊娠25週 こ ろ か ら 増加 し， 満期産分娩

時 170ngtmi の 高値とな り，新生児期には生後 2 週間 ま

で徐 如 と下降する．PRL の 血 中半減期は約20分と短か

く，新生児期 で もな お多量め PRL 分泌 め 持続す る こ と

が 分 か る （鹵 1）．

　一方， 羊水中 PRL は 妊嫉 6 週か ら認 め，妊娠18週で

平均2・2μg！ml と高値で peFk を作 り，そ の 後妊娠末期

にか け て 徐 々 に 下降する．また ， 母体血 PRL は 妊娠初

期よ り増量 し，妊娠末期平均 114ngfrn1 に達す る．産褥

初期 で は な お高値を持続ずる が，ξの 後下降し て 非妊時

の レ ベ ル となる （図 2 ）．
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図 3 　Prolactin　Concentration　in　Cord　Serum　in
　Relation　to　Birthweight
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　母体血，羊水 お よび 胎児血 ？RL 濃度を妊娠中期と末

期で比較 して みると・妊娠中期 で は 羊水 PRL
．濃潭が極

め て高く．、妊娠本期 で は 羊水1購坦血 ともに PRL 濃度

の 高 い こ とが分 か る．妊 娠末期に お け る 母体血 と羊水 ，

お よび羊水 と胎児血 P肌 濃度間 に は 相関を認め ず，こ

れ鱒 別個 の
輝

で あ鯉 ≒が識 される
・

．
軌 黼

齢 獅 殫 帯動瀞 馳
1P

肌 灘 口 ま差を認めず・

羊水 7．胎児血 PR 真濃度に 性差は な い ．

　 し か しな が ら， 生下時体重 2
，
5009 以下 の light 岨or

dFtes （LFD ）児 ℃・
“
の 胎児血中 PRL 濃度は 高 く，胎児Q

代謝系に 関与す る PRL の 生理 作用 か らぽ一つ の 適応現

象とみ る こ ともで きる （図 3）．ま た，過期産児 で の 胎

児血 ，羊水中 只RL．濃度 は 低値 で あ り，羊水 の 水，電解

質代謝 との 関連を求め る こ とが で き るか も知れない ．

　　　 II・胎児 血 中 PRL の 由来，分泌機序

　1）　胎児下垂体の 電顕 お よび 免疫組織化学的観察 ：

　胎児下垂体を酵素抗体法 に よ り染色 して み る と， 胎齢

8週以降 で LH
，　 FSH 細胞を認 め る が，同時 に PRL

細胞 も認め る．胎齢 8週 の 下垂体 で は そ の 数 は 僅か で あ

り， 妊娠中期以降に 分泌細胞は 増加す る．電顕的に は変

形 した大型分泌顆粒 と，辺 緑の 不 正 な核 を有す る細胞 で

あ り， 顆粒の 大きさ は胎齢1f週以降 で 増大する傾向があ

る ．

　胎児下 垂体 P肌 含量 は 胎齢 i5週 ま で 低値 で あり，妊

娠中期以降増加す る．

　
一

方，雌齢 15週 の 胎児下垂体門肝
は 未熟 で あ り， 下 垂

体内に 多 数 の sinusoid を詔 め る の み であ る ．胎齢18〜22

週 で 視床下部 mgdian 　eminence に 初 め て 第 1 次血 管叢

が 出現 し，下垂体門脈 と し て形態学的 に 完成す る の は 胎

目産 婦 誌32巻 9 号

図 4 ．hPRL 　SeCr。ti・n ・f耳uman 　Fetal・P兵tuita芋y　in
　Superfhsibn

HPRL

　 50

40 ．

30

20
’

10

o

FETus：18WE巨Ks 　OF 　G 匚5TA ↑ nVNA」 AGE，　MA」F

酬 」

TRH 　50 陥 川 、 　 　
tl
　 L

軸 甑

120　Ml困、

櫛 週 以 降で あ る ・・
1　 1　 、

−

2）・胎児下垂体 の ．
i卿 t・・ r・p呻 ・i・ n 実騨

　肺児下垂体を容量 400μ1 り c頃mber に入れ，、、37℃ で

incubation して 培養液を流   経時的 に 尹RI・を測定 し

た．・　　　　　　　 一 　　　　　　　　　　、　」　　　　　　 ．

　胎 齢IS週 の 下垂体か らの tt．PRL 　．5）T泌は 僅 か で あ り，

me “iu皿 中に TRH ，を添加 レて も PRL 分秘は 増加 し

な い ．胎齢 18週 の 下垂体 か らID　PRL 分泌も僅 か で あ る

が （図 4，），こ の 時期ゆ胎児下垂体 か らは すで に 多量 の

甲 ・
FSH 分泌が尠 ，ま た LH −RR 刺激に 反応し て

図 5 　Stlper
’
fusion　of 　Hu   al1　 Feta1　Pituitaries
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LH
，　FSH 分泌も亢進する （図 5 ），　In　vitro に 於て 有意

Q ア単 分泌が認め ら払　胎堺下垂体の TRH
耳応性

も出現す る の は 鵬齢22，23週 で あ り，こ の 頃 か ら胎児血

PRL が増量するとい う結果と一致す る （図 6）．

　3） 無脳児 に事け る PRL 分泌 ：

　下垂烋准解 ） PRL 分泌咲視零下鞭 ミゑ興制され，下

垂体 の 茎切断，腎被膜下移植実験な ど で 視床下部か ら の

抑制が除去 され る と PRL 分 泌が 亢進す る こ とは 周知 の

こ とで あ るが，こ の 視床下部 か ら放出さ れ て PRL 分泌

を 抑制する因芋は 恥 oladin 　 Inhibiting　 Facto「 （PIF ）

と呼ばれ る ．

　多くの 無脳児 で は 下垂体前葉 は 存在す るが，視床下 部

を欠損す る，こ め よ うな視床下部 の 欠損 が 確認 された 無

脳 児に お け る新生 児血 中 GH
・
TSH 溝度は 低 LlhS ，　PRL

濃度は 正常で あり，
TRH に 対 する 反応性も認 め られ

る．こ の よ うに 無脳児に 於 て 視床下部 よ りの RIF 作用

が な くて も，卞垂 体 PRL 分 泌 は 正 常 で あ る．

　以上 の ご とくジ胎帰下垂体に嫉胎齢早期か ら PRL 分

泌細胞を認め， 胎齢 とともに 細胞数， PRL 含量 ，
　 in

vitro に 於 け る PRL 分 泌 も増加 し ， 胎児血 PRL の 推

移と
一

致す る ．また，胎児 の 視床下部 に は 胎齢早期 か ら

RIF，　 PRF 両活性を認め た ．我 ・をは ， エ ス ト 瘁 ゲ ソ が

PIF の 産生を 抑制す る こ と もす で に 報告 した
5〕。下 垂 体

門脈 の 完成す る妊娠中期 以 降 も PIF の 作用 は 胎児血 中

に 増量す る エ ス ト ロ ゲ ソ に よ り抑制さ れ，妊娠末期 ま で

PRL 分泌 は 亢進す る．胎児下 垂 体か ら の gonadetropin

図 7　 0nt （獪eny 　 of 　 Hypothalamic 　 PIF
，
　PRF 　 and
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「

分泌に 関 して は ， 妊娠中期嶐LH
，　FSH 分泌は 亢進 して

P・・k を働 ， そ 磯 購 ・麟 ki機勵 ・完成 して ス テ ・

イ ドに よう抑制 を受け ， 新生児期に移行する．こ の よ う

な 胎児下垂体
1gq

μad 賦 opir 分泌 と比較 し，．pRL 分泌機

構 は 対照的で ある （図 7 ）．

　　　　11L　羊水中 PRL の 由来 ・ 分遜機序

　胎児血中 PRL は 胎児下垂体よ り分泌された もの で あ

る こ とが推定された が，一
方，妊娠早期 か ら羊水中に 高

濃度 に 存在す る PRL の 由来は 明 らか で な く，こ れ を検

討 した ．

　正） 脱落膜まり の PRL 分泌 ：

　近年 ， 胎盤組織，とくに脱落膜 よ りの PRL ・
分泌を示

唆す る皹告炉南る
弸 ．そ こ で胎盤組織を脱華膜 ， 絨毛

膜，お よび 羊膜 に 分 け，in　vitro 　incubationに よ り PRL

分泌を分析 し た ．

　各組織 の PRL 含量，お よ び 培養液中へ の P肌 分泌

を 比較し て み る と，
い ずれ も脱落膜で 最も多量で ある ．

　また，
ド
函8 の よ らな審具を作製し，卵膜を 中隔 と して

incubatien を行な い
，．母体側と胎児側へ の PRL 分泌

を 比較す る と ， 母体側 に 常に 多量 の PRL が分泌 され る

が，脱落膜か ら分泌 さ れ た PRL は 胎児側に も相当量 移

行す る こ とが 明らか となつ た （図 9
』
）．

　さらに ，子宮外妊娠時の 脱落膜，量的 に は僅か で はあ

る が，エ ス ト冐 ゲ ソ と ゲ ス タ ーゲ ソ 投与 に よ る非妊子宮

の 脱落膜 か ら も PRL 分泌が認め られた （図 工0）．

　
．
脱落膜組織約40g より Neill ＆ Reichert （1971）

6）
の

方法 に よ り PRL を精製し，　 Sephadex　G −100で ゲ ル ロ 過

を 行うと Fraction　3 に 最も純度の 高い PRL が溶出さ

れ ，pigeon 　 crOP 　 sac 法 に よ り強 い 生物活性 の あ る こ と

も確 認 さ れ た （図 1D ．
’
2） 脱落膜に お け る PRL 合成 ：

’

　脱落膜 に 存在 し，in　vitr ・ に 於て 分泌 さ れ る PRL は ，

N 工工
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Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1260 シ ン ポ ジ ウ ム 日 産婦誌 32巻 9 号
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単 に 血 液あ る い は 羊水か ら移行 し，濃縮 され tgも の で あ

る か ，脱落膜 に お い て 合 成 され た もの で あ るか は 明 らか

で なく，こ の 点を検討 した ．

　Incub
ζ
tion

．
開始前後 の脱落膜組織内，お よび medium

に 放出さ れた IP琴L 量を比 較す る と，．脱落膜 に 於 て PRL ．

合成 の 行わ れた こ とが 明らか とな り，．
妊娠中期 の 脱落膜

で PRL 合成能が 最 も高い ．そ こ で こ の 脱落膜に 各種蛋

白合成阻害剤を 加 え て incubateす る と，　 cycloheximide
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図 13 抗 PRL 、血清 に よ り酵素抗体法 で PRI・を 染

　色 し ， 電顕 （20，000倍） で 観察 し た 脱落．膜細胞

　図 14　Prolactin　S四 thesis　Assay

mRNA ・ext ’racted 　 from　 Decidua

Lysate　frern　Rabbit 　Rbticulecyte
3H −leucine
Translatlp冂 　Cooktail

　　　　　　　 lncubate 　at 　37
”
C 　　　　　　　tt

・・

　　　　　　　　　　　1　 　　 ．∫
　　　　 lmmunopreoipitate　by　Anti−prdac  h

　　　　　．．　 寮　 纛 tt

　　　stiS
’
・：P・lyac・y・1・噛 6 ・I　EIe  鹸 esi ≒

添加 に よ り PRL 合成 は 好照 と此較 して看意に 抑制 さ れ

た （図12）．

　酵素抗体法 に よ り PRL を染色 し，電顕的 に脱落膜細

胞 を観察す る と，粗面小胞体 に PRL が 染色され る （図

13）．

　
一

般に DNA 、に 存在す る 遺伝情報は RNA に 転写 さ

れ ，
・nRNA と し て 細胞質 に 移行し， 粗面小胞体 の リ

ボ ゾーム で 蛋 白合成を 行 う．そ こ で ， 脱落膜細胞 よ り

RNA を 抽出 し ，
　 oligo 　d（T）−cellUlose 　 chromatography 、

で mRNA を精製した ．さらに 家兎赤血球 を溶血 に よ

り破壊して抽出液を作成 し，こ れ に 脱落膜 よ り精製 した

皿 RNA を 加 え ， 必 須 ア ミ ノ 酸を 含 む translation・　cocktail

液 ，

3H ・leucine とと もに incubate する と，
　 cell −free の

反応系で蛋白合成がお こ る ．（図14）．蛋 白合成 は 37DC，

60分で 飽和 に 達し，こ れ に anti ・prolactin血 清を加 え て

落 した i  unoprecipitate を 10％ SDS −polyacrylarnide

ge1 電気泳動 に か け た ．　 PH （dpm ） の peak は 脱落膜よ

り精製 した PRL の peak と一致 し，
3H −leucipe が PRL

図15　Protein　Synth¢ sis　 Directed　by　QeciduaI
　mRNA 　in　Rabbit　 Reticulocyte　Cell−free　 Sy−
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50　
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分子 に取り込 ま れた こ とを 示す （図 15，16）．

　以上 の ご と く，脱落膜 よ り抽出 した mRNA は in　vitro

に 於て ce11 −free の 反応系で PR 上 を合成する こ とが ，

は じめ て 明 らか となつ た ．

　3） BrqmocrlP声i鴫 GCB・154＞投与 の 影響 ：

　妊娠中期中絶例 に bromecr，iptineを 内服させ る と，．母

体血 PRL は 急速に 下降するが ，
．．羊水中 PRL は 変化 し

ない ，ま た分娩時，brgmocriptine投与例で は 非投与対

照 と比較 し，母体血 PRL は 低 い が，羊水 ，

’
胎児血中

PRL は 変化 し な い ．胎児 血 PRL の 変化 し な い の は ，

胎児下垂体は未だ 十分 PRL 分泌 を 開始 し て い な い た め

と考え られ た ．

　4） ？RL の mol 甲cular 　size 分析 ：

　血 中 PRL を gel．・filtrationに か け る と，　 big，　medtumS

small の 3分画 に 分か れ，　 PRL は molecular 　size に 於

て heterogeneous な分泌を す る こ とが知 られて い る
s）．
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そ こ で 各種 PRL の Sephadex　G−100　 column の 溶出パ

タ
ー

ン を見 ると，船児血 で は母体血 と比較 して big　PRL

は 少な く， 胎児下垂体の 溶出 パ タ
ーソ と 類似す る ．一

方 ， 羊水 PRL ぬま big　molecule が な く， 脱落膜の溶

出パ タ
ーソ と類似 じた ．

　こ の よ う！
こ ゆ1ee

竪
la
廴
．siz

『
・  翁析結果 畑さ， 母体

血，胎兜血； お よび 羊氷市 PRII「vsi　；
’

それぞれ母体下垂

体 ， 胎児下垂体，お よび 脱落膜よ り分泌 され た も の で あ

る こ とを 示 唆し ， 他 の 実験結果 と も
一

致す る （図 17）．

　 こ の よ うに，母体，胎児 ，羊水 は そ れぞ れ 別個 の

compartment ・’
を形成 し 各 compartment に 於け る PRI・

分泌 ， 分泌調節機構 は 異 る もの で あ る こ とを明らか に し

た ．

　　　　IV ・胎児 に お げる PRL の 生理作用
・

　 D　胎児各種臓器 の PRL レ セ プ タ ー ：

　妊娠初期か ら胎児 の 肝，腎，副腎，肺 ， 性腺 な どに は

PRL ’
に

ゴ
high　 a 伍 nity

』．
を有す る特異的結合部位が存在

し，解離係数 （Kd ） は 1・54 × 10疊gM 「
で あ る．　 PRL ．

は こ

れ ら の 胎児臓器 で 生理 作用 を 有す る こ とが 示唆さ れだ．

　2） 胎児 の 脂肪代謝に 対す る PRL の 作用 t

　妊娠26日 目の 家兎胎仔 Ua　NIH −ovine 　 prolactin　lmg を

筋注 し， 2 日後 に 開腹 し て 胎仔血 を採取す る 2 ，

’
同腹の

対 照 生食投 与群 と比較 し て 血清は 著明な乳 び状 とな り，

胎仔 の 血 清をみ れ ば PRL 投与を 受けた こ とが 分か る ．

そ こ で ，中性 脂 肪 （TG ），遊離脂肪酸 （FFA ），コ レ ス テ

図 18　Effects　of 　 Ptr）1actin　 artd
’
CortiSbl　on 　Lipid

　 Metabolism 　in　Fetal　Rabbits （1 ）
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図19　Effects　of　 Prolactin．・　and 　 Cortisol　on 　Lipid

　Metabolism　in　Fetal　Rabbits （1 ）
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加 し て お り，

された
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（図 18， ユ9）．・

　PRL
「
を成熟家兎 に 筋注す る と，．

で TG は有意に 増加す る （図20）．

　さらに ，

200　  1dガ
1

100

〒 〒 〒己　　　　　　　　　　匸

薯
。

竺

　

　

　

　

｝
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匡
匹

」
　
几

ー
°

跏
」

い ずれ も有意 に 増

PRL は脂質 の 代謝 に 関与す る こ とが示 唆

投与後6 〜24時間 ま

　　　　　ヒ トに 於 て も高 PRL 血症婦人 の血 中 TG 値

と PRL 濃度間 に は 相 関 を認 め ，
t
　 PRL 　 l

，
ooeng！ml 以 上

の 婦人で の 血 中 TG は有意 に 高値を示 した ．

　PRL の 作用部位 を検討ず る た め ，各種臓器bin　vitm

に 於け る 14C−acetic 　acid 　uptake を み る と， 肝 に 於 て 2

時間で 有意な増加 を 認め ， PRL は 主 と して 胎児 の 肝 に

作用 し， 中性脂肪合成 を 促進す る こ とが示唆され た ．

　3）　胎児副腎 に 対す る PRL の 作用 ：

　近年 PRL が副腎 の ス テ P イ
’
ド，特に androgen 産生
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図20　Effects　of 　 Prolactin　on 　Serum 　 Triglyceride

　 in　Rabbits
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　胎児副腎に於て もこ れ を in　 vitro で 検討す る と，
　 PRL

を添加 して incubate した 妊娠中期 の 胎児副腎 か らは 有

意に 多量 の DHEA −S
，
　DHEA お よ び cortisol　h：　medium

中に 分泌され た （図21）．

　そ の 時間的経過 は
， preincubation　1時間 で こ れ ら の ホ

ル モ ン 分泌は basal　 Ievel に達する．　 P肌 （O・．5ugfml），

AcTH （10ug！ml ），ま た は AcTH と P肌 添加に よ り

い ずれ も有意に 増加した （図 22）．

　
．PRL と ACTH の 作用 を 比較する と，　 DHEA −S・に 関

して は ACTH よ り弱 く，　 DHEA
，　 cortisol に関して は

ACTH と同程度 の 副腎刺激作用があり，　 PRL と ACTH

を 共 に 加 え て も相乗作用 は 認 め られ な い ．さ ら に ，PRL

の DHEA −S
，　 cortisoI 分泌促進作用 に 関 し て は dostt

response 関係がみ られ た ．　　 ．

　以上 の ご と く，？RL は ACT 且 と協同 し て 胎児副腎機

能を調節する こ とが明らか となつ た r

　4） 胎児肺 に 対す る PRL の 作用 ：

　PRL が胎児 の 肺成熟に 関与する こ とを 示唆す る 報告

は あ るが
鋤

，否定的見解もある．周知の ご とく，肺に 於

て は 皿型細胞で lipid合成が行われ ，
ラ メ ラ 封入体 （オ

ス ミ ウ ム 好性小体）に 貯臓 され，表面活性物質と して肺

胞 に分泌 さ れ る．

　 ラ ッ ト胎仔に おけ る phesph。lipidsは 出生直前 の 胎齢

20日 よ り急増す る ．こ の 増加す る 前 の 胎齢17日に NIH ・

　　図23　Stimulation　of　Phospholipid　Synthesis　by

　　　 Prolactin　in　Rat　Fetal　Lung
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図 24
「
Stimulation　of ？hospholipid　Synthesis　by

　？rolactin ’in　Rat　Fetal　Lung
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　　　　　　　　　　 図　25
Gas　Chromatography　of 　Phos酔atidylcholine 　Extracted

fro皿 Rat　Fetal　I．ung 　Treated　 with 　Prolactin

G
、4 ：0C14 ユ

C16
；DC16 ；1CISIo 　Crs ；1 CI8：2

Gas　Ch・ ・皿 at・9 ・aphy ・f　Ph ・sphatidylcholine 　E訂 racted

from　Rat　Fetal　I．ung 　Treated　with 　Saline　Solution

C ・4 ：0C 圃 C ユ6：。C 、6：・ C18：0　 Cls：1 Cls：z

ovine 　 prolactin　 lmg を筋注す る と， 2 日後の 胎齢19日

に は 肺 total　 phospholipidsは有意に増加七 た （図23）．

こ の Phospholiptdsを 2 次元薄層 ク 舜 マ トで 展開 す る

と， レ シ チ ン 分画が増加を示 した （図24）．さらに ，脂

肪酸を 9as　 chromatogiaphy に か け て み る と ， 飽和型脂

肪酸である C
、6
・palmitic　 acidが対照と比較して 増加 し

て い た （図25）．すな わ ち，PRL 投与に よ り胎児肺に 於

て は 表面活性物質で ある diPalmitoyI　lecithin の 合成が

促進 された ．

　電顕的 に は PRL 投与 に よ りラ メ ラ封入 体の 増加 が認

め られ た ．ま た，形態学的な肺成熟の 指標 で あ る ラ メ ラ

封入体を含有す る肺 皿型細胞，お よび 成熟 した 肺 1 型細

胞 の 数 も増加 し，また細胞内お よび肺胞 に分泌された ラ

メ ラ封入体の 数も増加を示 し， 形態学的 に も P肌 投与

に よ る肺 の 成熟促進が確認され た ．こ れは ，
PRL の 肺

に 対す る直接作用 か ，あ る い は 副腎を 介す る もの で あ る

か は ， さ らに検討を要す る．

　5） 胎児 の 水，電解質代謝 ：

　妊娠サ ル に於て も胎仔血 中 PRI・は 妊娠末期 に 増加す

る．また，羊水中．に は妊娠早期か ら多量 の PRL が存在

する．さ らに
， 多くの 場合 に 胎盤は double　 discoid で

図26　Changes　in　Amniotic　Fluid　Prolactin　and 　in

　Feta1 且 ernatocrit ，　in　 Face　 o 正 Hypertもnic 　Am −

　niotic 　Fluid　Replacement （145　days　of 　pregnancy）
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あ り，胎盤間 静 脈 の canu エation に よ り経子宮壁的 に 胎

仔血を容易に採取す る こ とが で きる ．そ こ で 妊娠末期 の

rhesus 　 monkey で
，

1．8％高張食塩水に よ り羊水 の 70〜

80％を 経 子 宮壁 的 に 置 換 す る と，．置換に よ り低下 し た 羊

水中 PRL は 約 1時間 で 急速 に 回復 し，多量  
PRL 分

泌 の あ る こ とが 分 か る．th 方，胎盤間静脈 よ り採取 し た

胎仔血 he皿 at ・ crit は 高張食塩水 注 入 に よ り僅か に 上 昇

す る の み で あつ た （図26）．

　　　　　　　　　　　　　　　l
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図27Changes 　in　Amniotic　Fiuid　Prolactin　and 　in

　Fetal　Hematocrit 　in　Face　of　Hydertonic　Amnio −

　tic　Fluid　Replacement （130　days　of　pregnancy）

　（No．566）
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図28　
s2NaCl

　Transfer　Rate　across　 the　Amnion

　（fro肌 FetaI　Side　to　Maternal　Side）
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’
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　しか しな が ら， 羊水置換後 の 羊水中 PRL 濃度 の 回復

が遅れ る場合に は 胎仔血 hematocritの 上昇 が 著明 で あ

り，
P肌 は胎仔，羊水間 の 水移行を抑制 す るこ とが 示

唆された （図27）．

　次 い で，羊膜を 中隔 とし て 胎児側 に PRL を加え，　 in

vitro で incubate し，羊膜 を 介 した 水，　 Na＋

の 移行を

検討 し た ．水 の 移行は ，添 加 30分で 抑制 され る 傾向に

ある が ， 有意な変化で は な い ．しか しな が ら，
ヒ ト羊膜

に 於て も， 胎児側 か ら母体側 へ の Na÷

移行 は PRL と

cortisol 添加 に よ り有意に 促進 され る こ とが確認され た

（図28）．

　以上 の ご とく，PRL は
一
般に 胎児皮膚あ る い は 羊膜

などの 膜に 作用し ， 羊膜腔か らの 水消失を抑制するが，
「

Na ＋

に対して は 逆 に 移行を促進す る．

　　　　　　　　　 V ・ ま と め

　胎児血，羊水中 itこ は 妊娠初期 か ら多量 の PRI・が 存在

す る こ とは 知 られ て い るが
， その 由来 ， 分泌機序，生理

作用 は 明らか で な く，
こ れを検討 した ．

　1） 母体 ， 胎児 お よび羊水中 PRL の 由来， 分泌機

序 ， 作用は それぞれ異な り，独立 した 3つ の c。 mpart −

ment を形成す る ．

　2） 羊水 中の PRL は脱落膜 に お い て 合成，分泌 さ

れ，locaI　 hormone と し て 胎児 の 水，電解質代謝を 調節

する ．

　 3） 胎児下垂体よ り妊娠中期以降に 多量 に 分泌され る

胎児血 中 PRL は，胎児に お け る脂質代謝，肺成熟，副

腎機能 に 生理作用を有す る．
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